
もはや「素晴らしいニッポン」は建前か。インバウンド急拡⼤の今、外
国⼈に聞いた「⽇本の嫌いなところ」
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◆警察による対応や扱いで、多くの外国⼈が感じる「差別意識」

また多くの外国⼈の間で共通している⽇本のネガティブな側⾯は、警察などによる外国⼈に
対する扱いだ。話を聞いた外国⼈のほとんどが、街で⾒た⽬が外国⼈であるということで頻
繁に職務質問されたり、ホテルでは在留カードを⾒せるよう要求され、しかもコピーまで取
られることに辟易していた。
 
外国⼈の間で、警察の評判はあまり良くない。あるイギリス⼈は、「例えば、外国⼈が警察
から定期的に嫌がらせを受けていることを、ほとんどの⽇本⼈は知らないだろうね。警察の
やり⽅は100％ひどい︕ 私は警官に、⼀緒に歩いていた娘が⼿に持っていたディズニーの傘
の中にナイフでも隠し持っているのではないかと質問された経験がある」と主張する。⽇本
に暮らす外国⼈の多くは、こうした職質エピソードの1つや2つは持っている。
 
ホテルでも、何年⽇本に住んでいても、⽇本語でチェックインしても、⾒た⽬が⽇本⼈と違
うというだけで「在留カードを出してください」と⾔われることにうんざりしている外国⼈
は少なくない。
 
確かに、筆者は海外に暮らしていたし、取材で海外に⾏くことは多いが、明らかにアジア⼈
の⾒た⽬であっても、街を歩いていて職務質問をされたことは⼀度もないし、ホテルでパス
ポートのコピーを取られたこともない。もっとも、⽇本⼈の間では、そういう警察やホテル
の⾏動が⽇本の安全な治安に寄与しているのだという声もあるのだが……。
 
警察もホテルマンも、おそらく差別の意識はないだろう。外国⼈なら職質しやすいのだろう
し、ホテルマンも何も考えずに会社から指⽰されているから⾝分証の代わりとして在留カー
ドの提⽰を求めているだけだろう。だが外国⼈がそこに差別を感じていることは事実。それ
を分かった上で、それなりの対応の仕⽅もあるだろう。

◆「⽇本⼈は、外国⼈の⼈種や肌の⾊によって差別をする傾向がある」

前出のシンガポール⼈は、「⽇本は外国⼈を歓迎していないように⾒える。外交政策はかな
り保守的。⼊国管理規則は外国⼈には不透明。でも触れ合ってみると、多くの⽇本⼈は外国
⼈と交流するのが好きだと感じる。⽇本⼈は寛容で、時には⽂化的あるいは⾔語的な制約が
あることを理解し、助けてくれる傾向がある」とも⾔う。今回の取材では、⽇本⼈のネガテ
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ィブな側⾯を聞いても、ポジティブな⾯も⼀緒に出てきてしまうという現象が何度もあっ
た。
 
欧州のある国の⼤使館に属していた在⽇外国⼈は、こんな経験を語ってくれた。この⼈は⽇
系⼈なので外国⼈に⾒られないことも多いが、アジア出⾝の外国⼈に対する差別にランクが
あると感じている。「⽇本⼈は、外国⼈の⼈種や肌の⾊によって差別をする傾向がある。⼀
般的に、⽩⼈の欧⽶⼈には最も好意的で、肌の⾊が⿊いとそうでもない。外国⼈がアジア⼈
の場合は、さらに複雑になり、外国⼈に『序列』をつけている」と話す。そして、「中国⼈
や東南アジア系を下に⾒ている傾向がある」と指摘する。
 
1990年代から⽇本に暮らしているオーストラリア⼈男性も⽇本⼈に差別的なところがあるの
は間違いないが、まるでその⾃覚もないようだと⾔う。「1990年代に⼤学院⽣として初めて
⽇本に来たが、当時の⼤学での歓迎会を思い出す。ビュッフェやビールが置かれたテーブル
がいくつかある歓迎会だったが、乾杯が始まると、⽇本⼈の参加者の⼤半が、アメリカ、カ
ナダ、オーストラリア、ドイツなどの欧⽶⼈⼤学院⽣がいるテーブルの周りに集まってい
た。東南アジアやアフリカから来た⼤学院⽣（1⼈は⺠族⾐装を着ていた）がいるテーブルに
は⽇本⼈はほぼ集まらなかったので驚いた」
 
前出の在⽇歴30年の男性は⽇本のメディアにも責任の⼀端があるとして、こう述べる。「⽇
本では、外国⼈は外国⼈であることを理由に簡単に住居を拒否される。また、⽇本のメディ
アは常に外国⼈を犯罪の元凶として不当に描いていると感じている。もちろんアメリカなん
かも、多くのアジア⼈をいろいろな意味で差別しているけどね」
 
これからも⽇本に暮らす外国⼈は増え続けるだろう。そろそろポジティブな⾯だけでなく、
ネガティブな⾯も含め、彼らの話にも⽿を傾けて付き合い⽅も真剣に考えなければいけない
次元に来ているのかもしれない。
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